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（学位論文のタイトル） 
High frequency of Hepatitis B core and surface antibodies in Hepatitis   C 
virus-infected patients on the screening examination. 
（スクリーニング検査におけるC型肝炎ウイルス感染患者のHBc抗体およびHBs抗体の高
頻度検出） 
 
 
（学位論文の要旨）2,000字程度、A4判 
【背景】B型肝炎(HBV)とC型肝炎(HCV)は、慢性肝疾患と肝細胞癌を引き起こす重要な病原
ウイルスである。HBVとHCVの共感染は珍しくなく、HCV抗体（HCVAb）陽性者ではHBs抗原 
(HBsAg)は陰性ではあるがHBc抗体 (HBcAb)が陽性となる例が多いと言われている。さらに
HCV/HBV共感染では単独感染よりも治療効果が悪いとの報告があるが、HCVAbが陽性であっ
てもHBsAgが陰性のためHBcAbまで測定することは少ない。また近年HBVの再活性化が問題
となっており、HBs抗体 (HBsAb)やHBcAbの測定は重要視されている。従って、当院のスク
リーニング検査で見つかった HCVAb陽性の日本人患者でHBV共感染の特徴を分析した 。 
【対象・方法】2011年 1月から12月に群馬大学附属病院でスクリーニング検査としてHCVAb
を測定した 12,582 例について分析した。年齢は中央値 69 歳、男女比 1.36 (191/140)であ
った。HCVAb スクリーニング検査の依頼件数は、眼科、肝臓代謝内科、消化器外科で 30 件
以上、整形外科、泌尿器科、消化器内科で 20 から 30 件であった。HCVAb 陽性は 402 例（3.2%)
であった。 HCVAb 陽性例で残血清のあった 334 例中 HBsAg 陽性は 3 例、HBsAg 陰性は 331
例であり、HBsAg 陰性の 331 例について HBsAb と HBcAb を測定した。さらに、HCV-RNA は残
血清のあった 293 例を測定した。HBV-DNA と HBV コア抗原(HBcrAg)は 残血清のあった 106 
例を測定した。 
【結果】 HCVAb は、1 から 18 sample/cutoff index (S/CO)に分布し、そのうち 275 例 
(83.1%) は HCV 抗体価が高かった (S/CO≥ 10)。HCV-RNA は 230 (78.5%)例で陽性を示し、
HCVAb 低力価例(32%)より高力価例(88%)で高頻度に検出された(p<0.0001)。HBsAb 陽性は
61 例 (18.4%)、HBcAb 陽性は 101 例 (30.5%)であった。HBsAb と HBcAb 共に陽性は 48 例 
(14.5%)、共に陰性が 217 例(65.6%)であった。HBcAb 陽性例のうち高力価(S/CO≥ 10)は 52
例 (51.5%) であった。HCV-RNA 陽性 230 例のうち HBsAb 陽性は 38 例(16.5%) 、HBcAb 陽
性は 59 例 (25.7%)であった。HBsAb と HBcAb 共に陽性は 27 例(11.7%)、共に陰性が 160
例 (69.6%)であった。106 例中 HBV-DNA 陽性は 3 例(2.8%)であり、HBcAb は３例とも陽性
で HBsAb は 1 例のみ陽性であった。そのうち HBVCrAg 陽性は 2 例(1.9%)であり、HBcAb 陽
性であったが HBsAb 陰性であった。血中 ALT 値を測定してあった HCVAb 陽性例 327 例中 146
例が 30 IU/L 以上の高値であった (44.7%)。ALT 異常高値は HCVAb 低力価より高力価で高
頻度に見られた (36.5%vs. 48.3%; p=0.0031)。また HCV-RNA 陰性例より HCV-RNA 陽性例で
高頻度に見られた(13.3%vs. 52.9%; p<0.001)。 
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【考察】当院のスクリーニング検査では HCVAb の陽性率が 3.2％と健常者に比べて高かっ
た。高齢になるにつれて HCVAb の陽性率が高くなることが報告されており、今回の研究の
年齢中央値が 69 歳であったためと考えられた。HCV-RNA は HCVAb 高力価例で高頻度にみと
められたことより、HCVAb 高力価は HCV 血症の診断に役立つと考えられる。HCVAb 陽性例の
2～10％は HBsAg 陽性との報告があるが、今回の研究では HBV関連抗体が高頻度に検出され
た。HBcAb の陽性率は HbsAb の陽性率よりも高いことより、HBcAb は HCV 感染患者の HBV 共
感染の検出に役立つと思われた。HCV 慢性肝疾患、特に肝細胞癌を伴った患者において
HBcAb の保有率が高く、また肝細胞癌の進展に HBV 共感染の重要性も報告されている。
HCV/HBV 共感染患者において慎重なフォローアップと効果的な治療が予後改善に必要であ
る。また HCV と HBV は互いの複製を妨げ、半数の症例で HCV は HBV を抑制するとの報告も
ある。今回の研究では、HCV-RNA 陽性患者の HBVDNA と HBVCrAg はそれぞれわずか 2.8%と
1.9%だけ検出された。HBVDNA は血中の HBV ウイルス量であるのに対し、HBVCrAg は肝臓の
HBV cccDNAレベルを反映する血清マーカーである。しかし、今回 HBVDNA と HBVCrAg の陽
性率の違いは見られなかった。ほとんどの患者は HCVAb 高力価で、約 45%は ALT 上昇を示
した。HCVAb 高力価患者では HCV-RNA 陽性率が高いため、HCVAb 力価は肝機能異常を反映す
るかもしれない。 
【結論】HCV 感染者では、HBVDNA 陽性率は低かったが、HBcAb と HBsAb は高頻度に検出
された。HCV 感染患者が化学療法や免疫抑制療法を受ける場合、HBV 再活性化を考慮し、
HBsAg が陰性でも HBcAb および HBsAb も測定することが必要である。 
 
 
 
  
 
 
